
◎教育方針に「文武不岐・人間力を磨く」を
掲げ、文（学習）と武（部活動）を分けずに一
体となって優れた人格形成を目指す。２０１６
年度から、茨城県教育委員会「一人一人が輝
く活力ある学校づくり推進事業」の重点校。

◎設立　1897（明治 30）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 280人
◎ 2017 年度入試合格実績（現浪計）　国公
立大は、東北大、茨城大、筑波大、東京大、
東京工業大などに121人が合格。私立大は、
慶應義塾大、上智大、中央大、東京理科大、
明治大、早稲田大などに延べ588人が合格。
◎ URL　http://www.shimotsuma1-h.ibk.ed.jp

◎スクール・アイデンティティーに「試百難（困難
から逃げない、周到な準備をする、最後まで粘
り抜く）」を掲げる。上田藩主居館跡地にあり、門・
塀・濠は市の文化財。２０１５年度から文部科学
省「スーパーグローバルハイスクール」の指定校。

◎設立　1900（明治 33）年
◎形態　全日制・定時制／普通科／共学
◎生徒数　全入学定員約 360人
◎2017 年度入試合格実績（現浪計）　国公立
大は、東北大、東京大、東京外国語大、東
京藝術大、信州大、大阪大などに192 人が
合格。私立大は、慶應義塾大、早稲田大など
に延べ558人が合格。
◎ URL　http://www.nagano-c.ed.jp/ueda-hs/

◎教育目標は「豊かな教養と、全人類の平和
と幸福のために寄与する精神を持った人間の育
成」。特進コース、進学コース（文理・ＫＳＵ）を
設置。国語教育、英語教育など、６つの重点教
育を設け、次代を切り拓く力の育成を図っている。

◎設立　2007（平成19）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 380人
◎2017 年度入試合格実績（現役のみ）　国公
立大は、京都大、大阪大、神戸大、九州大、
京都府立大などに 52 人が合格。私立大は、
慶應義塾大、早稲田大、京都産業大、同志
社大、立命館大などに延べ 631人が合格。
◎ URL　http://www.jsh.kyoto-su.ac.jp/

育成を目指す資質・能力の
明確化と共有を土台とした

３つの教育課題に取り組む
３校の実践

大学入学者選抜改革の内容が具体化し、「思考力・判断力・表現力等の育成」
「英語４技能の育成と評価」「多面的評価」への対応が大きな鍵になることが分かってきた。

2018 年度の高校１年生には、
３年後の大学入試に向けて今からどのような指導をしていくことが必要なのか。

３つの教育課題に既に着手した３校の実践からそのヒントを探る。

実践事例

事例 1 事例 2 事例 3
茨城県立
下
し も つ ま

妻第一高校
長野県
上田高校

京都府・私立
京都産業大学附属
中学校・高校
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茨
城
県
立
下
妻
第
一
高
校
で
は
、

２
０
１
７
年
７
月
に
文
部
科
学
省
が
「
高

大
接
続
改
革
の
実
施
方
針
等
の
策
定
に
つ

い
て
」
を
公
表
し
た
こ
と
を
受
け
、同
月
、

校
長
、教
頭
、教
務
主
任
、進
路
指
導
主
事
、

お
よ
び
国
語
、
地
理
歴
史
・
公
民
、
数
学
、

理
科
、
英
語
の
教
科
担
当
各
１
人
か
ら
成

る
「
高
大
接
続
改
革
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」（
以
下
、Ｗ
Ｇ
）
を
発
足
さ
せ
た
。

　

ま
ず
、
メ
ン
バ
ー
が
夏
季
休
業
中
に
文

部
科
学
省
が
公
表
し
た
「
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
」の
資
料
を
読
ん
で
内
容
を
把
握
。

９
月
の
Ｗ
Ｇ
で
、
18
年
度
の
新
１
年
生
に

育
成
す
る
資
質
・
能
力
を
全
教
科
・
科
目

で
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
ど

の
分
野
・
単
元
で
育
成
し
て
い
く
の
か
、

そ
の
関
係
性
が
分
か
る
教
育
課
程
表
を
、

１
学
年
で
履
修
す
る
全
教
科
・
科
目
で
作

成
す
る
こ
と
を
決
め
た
。「
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
」
で
求
め
ら
れ
る
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
な
ど
の
資
質
・
能
力
を
教

科
指
導
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
成
す
る

た
め
に
は
、
ど
の
教
科
・
科
目
に
お
い
て

も
各
分
野
・
単
元
で
ど
の
よ
う
な
資
質
・

能
力
を
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
の
か
を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら

だ
。
教
育
課
程
表
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
、

本
誌
17
年
８
月
号
の
特
集
で
示
し
た
教
育

課
程
表
の
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
。
教
務
主

任
の
涌
井
太
郎
先
生
は
こ
う
語
る
。

　
「
本
校
が
、
各
教
科
・
科
目
に
お
い
て

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
明
確
化
と
、

そ
れ
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
課
程
表
の

作
成
か
ら
着
手
し
た
の
は
、
教
科
・
科
目

の
学
習
内
容
を
起
点
と
し
て
考
え
、
す
ぐ

授
業
改
善
に
移
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
い

う
声
が
多
か
っ
た
か
ら
で
す
」

　

18
年
１
月
、
各
教
科
・
科
目
で
作
成
し

た
教
育
課
程
表
（
Ｐ
．８
図
）
の
草
案
が

職
員
会
議
に
諮
ら
れ
、承
認
が
得
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
教
科
・
科
目
間
で
観
点
や
表
記

を
す
り
合
わ
せ
て
、
新
１
年
生
用
の
「
学

習
の
し
お
り
」に
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

学
校
教
育
目
標
と
し
て
学
校
全
体
で
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
は
、
各
教
科
・

科
目
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
か
ら

共
通
項
を
見
い
だ
し
、ま
と
め
る
予
定
だ
。

　

作
成
し
た
教
育
課
程
表
を
教
科
内
で
共

有
し
、
現
在
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ

せ
た
り
、
発
問
を
し
た
り
す
れ
ば
、
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成
に
つ
な

が
る
の
か
、
教
師
個
々
が
指
導
を
工
夫
し

て
い
る
段
階
だ
。
進
路
指
導
主
事
で
英
語

科
担
当
の
木
村
和
広
先
生
は
こ
う
語
る
。

　
「
生
徒
の
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

茨
城
県
立
下し

も

つ

ま妻
第
一
高
校

各
分
野
・
単
元
で
育
成
す
る
資
質・
能
力
を
明
確
に
し
た

教
育
課
程
表
を
作
成
し
、
全
校
で
授
業
改
善
に
臨
む

茨
城
県
立
下
妻
第
一
高
校
は
、
２
０
１
７
年
７
月
、「
高
大
接
続
改
革
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
発
足
。

18
年
度
の
１
年
生
が
履
修
す
る
各
教
科
・
科
目
の
各
分
野
・
単
元
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力
を
明
確
に
し
、

そ
れ
を
基
に
授
業
改
善
を
進
め
て
い
る
。

茨
城
県
立
下
妻
第
一
高
校

吉
田
俊
則
　

よ
し
だ
・
と
し
の
り

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
２
学
年
担
任
。
地
理
歴

史
・
公
民
科
（
日
本
史
）。

茨
城
県
立
下
妻
第
一
高
校

世
木
田
和
也
　
せ
き
だ
・
か
ず
や

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
３
学
年
担
任
。
理
科（
生

物
）。

茨
城
県
立
下
妻
第
一
高
校

涌
井
太
郎
　
わ
く
い
・
た
ろ
う

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
教
務
主
任
。
数
学
科
。

茨
城
県
立
下
妻
第
一
高
校

木
村
和
広
　
き
む
ら
・
か
ず
ひ
ろ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
進
路
指
導
主
事
。
英
語

科
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し

教
育
課
程
表
を
作
成

２
０
１
８
年
度
に
向
け
た
全
体
方
針

事例 1

４
月
の
本
格
始
動
を
前
に
、

資
質
・
能
力
の
育
成
を
意
識
し
た
授
業
改
善
に
着
手

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成
へ
の
対
応

1

＊プロフィールは2018年３月時点のものです
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等
を
育
成
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
、
互

見
授
業
や
教
科
会
な
ど
で
実
践
し
て
も
ら

い
、
優
れ
た
取
り
組
み
を
学
校
全
体
で
共

有
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

各
教
師
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
授

業
改
善
を
進
め
て
い
る
の
か
。
日
本
史
担

当
の
吉
田
俊
則
先
生
は
、
４
～
５
時
間
に

１
回
程
度
の
頻
度
で
、
授
業
の
最
後
に
生

徒
が
記
述
す
る
時
間
を
設
け
て
い
る
。
書

く
こ
と
に
対
す
る
生
徒
の
ハ
ー
ド
ル
を
低

く
す
る
た
め
、
学
習
内
容
を
数
十
字
で
要

約
さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
慣
れ
て
き

た
ら
、
そ
の
授
業
で
学
習
し
た
歴
史
的
事

象
の
背
景
に
つ
い
て
考
え
、記
述
さ
せ
る
。

そ
の
よ
う
に
段
階
を
踏
み
、
記
述
力
と
と

も
に
思
考
力
を
必
要
と
す
る
課
題
を
提
示

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
例
え
ば
、
室
町
時
代
の
製
塩
技

術
に
つ
い
て
学
習
し
た
後
に
「
こ
の
製
塩

技
術
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
発
展
し
た

と
思
う
？
」
と
生
徒
に
問
い
か
け
、
個
人

や
ペ
ア
で
考
え
さ
せ
、
発
表
さ
せ
る
活
動

も
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
「
授
業
中
に
ど
の
よ
う
な
発
問
を
す
れ

ば
、
生
徒
の
思
考
力
や
判
断
力
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
か
、
教
材
研
究
の
段

階
か
ら
考
え
、
準
備
し
た
上
で
授
業
に
臨

ん
で
い
ま
す
」（
吉
田
先
生
）

　

生
物
担
当
の
世せ

き

だ
木
田
和
也
先
生
も
、
授

業
中
に
生
徒
に
「
な
ぜ
？
」
と
問
い
か
け
、

考
え
さ
せ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

　
「
新
出
事
項
を
学
ぶ
際
に
は
、『
サ
ボ
テ

ン
の
葉
が
ト
ゲ
に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ

だ
と
思
う
？
』
と
い
っ
た
よ
う
に
、
生
徒

に
『
な
ぜ
？
』
と
問
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
生
徒
は

生
物
が
生
存
し
て
い
く
た
め
の
条
件
や
環

境
の
共
通
点
を
つ
か
め
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
問
い
が
、
自
分
な
り
に
仮
説
を
立
て

て
、
思
考
す
る
た
め
の
足
が
か
り
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
」（
世
木
田
先
生
）

　

課
題
は
、考
え
た
内
容
を
文
章
に
し
て

書
く
時
間
の
確
保
だ
。そ
こ
で
、
２
年
次

で
は
基
本
的
に
、考
え
さ
せ
た
後
は
口
頭

で
の
発
表
に
と
ど
め
、３
年
次
で
記
述
に

力
を
入
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
２
年
計

画
で
記
述
力
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
教
師
個
々
の
実
践
を
、

今
後
は
各
教
科
の
指
導
計
画
や
授
業
改
善

に
生
か
し
た
い
と
、
Ｗ
Ｇ
で
は
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
同
校
で
は
、
16
年
度
に
定
期

考
査
の
問
題
を
見
直
し
、
全
教
科
で
記
述

式
問
題
を
出
題
す
る
方
向
と
し
た
。
す
る

と
、
授
業
で
も
記
述
力
の
育
成
を
意
識
す

る
よ
う
に
な
り
、
授
業
改
善
に
つ
な
が
る

効
果
も
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

英
語
科
で
は
教
育
課
程
表
の
作
成
時

に
、
４
技
能
別
の
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト

を
作
成
し
、
３
年
間
の
各
時
期
で
の
到
達

目
標
を
明
確
に
し
た
。

　
「
本
校
の
生
徒
の
多
く
が
、
筑
波
大
学

を
第
１
志
望
に
し
て
い
ま
す
。
志
望
実

図 「生物基礎」の教育課程表（抜粋）

＊学校資料をそのまま掲載

技
能
別
の
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
を
作
成
し
、

４
技
能
を
意
識
し
た
指
導
に
転
換

英
語
４
技
能
の
育
成
と
評
価
へ
の
対
応

2
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現
に
必
要
な
英
語
力
を
つ
け
さ
せ
る
た
め

に
、
最
終
到
達
目
標
を
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
（
＊
）

の
Ｂ
１
に
設
定
し
ま
し
た
」（
木
村
先
生
）

　

授
業
改
善
の
方
針
と
し
て
は
、
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
授
業
や
長
期
休

業
中
の
課
題
に
副
読
本
を
用
い
た
多
読
を

取
り
入
れ
、
リ
ス
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

現
在
も
授
業
冒
頭
に
５
分
間
設
け
て
い
る

リ
ス
ニ
ン
グ
の
時
間
を
継
続
す
る
。

　

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
に
つ

い
て
は
、
１
年
次
の
秋
に
２
泊
３
日
で
行

う
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
セ
ミ
ナ
ー
」
を

有
効
に
活
用
す
る
予
定
だ
。
同
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
講
師
に
よ
る
オ
ー

ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
授
業
に
お
い
て
、

生
徒
は
学
校
紹
介
な
ど
の
ス
ピ
ー
チ
を
行

う
。
そ
こ
で
、
１
年
次
の
前
半
は
、
同
セ

ミ
ナ
ー
に
向
け
た
ス
ピ
ー
チ
の
原
稿
執
筆

や
発
表
の
準
備
を
す
る
中
で
、
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
力
を
高
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
育
ん
だ
４
技
能
の
力

を
測
る
機
会
と
な
る
の
が
、
17
年
度
か
ら

受
検
し
て
い
る
ベ
ネ
ッ
セ
の「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」

だ
。
１
年
次
12
月
と
２
年
次
12
月
は
各
学

年
の
生
徒
全
員
が
、
３
年
次
６
月
は
希
望

者
が
対
象
と
な
る
。
１
・
２
年
次
で
は
同

一
の
試
験
を
悉し

っ
か
い皆
受
検
と
す
る
こ
と
で
、

英
語
力
の
伸
び
を
測
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　

多
面
的
評
価
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

全
校
で
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
を
進

め
よ
う
と
、
17
年
12
月
の
Ｗ
Ｇ
で
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
実
施

し
、
18
年
１
月
下
旬
に
は
全
教
師
参
加
の

研
修
会
を
開
い
た
。

　

同
校
で
は
、
14
年
度
か
ら
「
世
界
に
輝

け　

為い

櫻お
う

学
園　

光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

行
っ
て
い
る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

「
国
際
的
な
視
野
に
立
っ
て
行
動
で
き
る

人
材
」「
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
」

の
育
成
を
目
指
し
、
進
路
探
究
や
地
域
探

究
な
ど
６
つ
の
柱
で
課
外
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
の
研
修
、
有
名
企
業

や
研
究
所
な
ど
へ
の
職
場
訪
問
、
小
・
中

学
校
へ
の
学
習
支
援
活
動
な
ど
、
生
徒
が

個
々
に
体
験
す
る
多
様
な
活
動
と
そ
れ
ぞ

れ
の
振
り
返
り
を
中
心
に
、
定
期
考
査
や

模
擬
試
験
、
学
校
行
事
の
振
り
返
り
な
ど

も
含
め
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
ま
と
め
て

い
こ
う
と
し
て
い
る
。　

　
「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
己
肯
定
感
を

高
め
ら
れ
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
構
築
で

き
る
よ
う
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
質
自
体
を

高
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
事

後
学
習
と
し
て
単
に
感
想
を
書
か
せ
る
だ

け
の
活
動
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
、

生
徒
自
身
に
活
動
の
成
果
を
発
表
さ
せ
た

り
、
生
徒
同
士
の
相
互
評
価
の
機
会
を
設

け
た
り
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
涌

井
先
生
）

　

生
徒
が
学
習
や
活
動
を
振
り
返
り
、
自

己
の
変
容
や
成
長
を
自
覚
し
や
す
く
な
る

よ
う
、同
校
で
は
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

導
入
を
検
討
中
だ
。い
つ
で
も
容
易
に
自

分
の
活
動
履
歴
を
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、

生
徒
間
で
情
報
共
有
を
し
や
す
く
な
り
、

ほ
か
の
生
徒
の
活
動
か
ら
気
づ
き
を
得
る

機
会
が
増
え
る
と
い
っ
た
期
待
が
あ
る
。

　

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
個
別
大
学
入
試

で
提
出
が
求
め
ら
れ
る
調
査
書
や
生
徒

自
身
が
記
入
す
る
活
動
報
告
書
を
作
成
す

る
際
の
資
料
と
し
て
、
そ
の
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
が
、
涌
井
先
生
は
次
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
と
言
う
。

　
「
小
さ
な
活
動
で
も
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

に
蓄
積
し
て
お
け
ば
、生
徒
が
そ
れ
を
基

に
自
ら
の
あ
り
方
を
振
り
返
り
、
考
え
、

気
づ
き
、成
長
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
る

で
し
ょ
う
。大
学
入
試
へ
の
対
応
の
た
め

だ
け
で
は
な
く
、
生
徒
の
成
長
を
後
押
し

す
る
ツ
ー
ル
の
１
つ
と
し
て
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
を
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

生
徒
は
自
分
の
４
技
能
の
力
を
把
握
し
て

自
学
に
生
か
し
、
教
師
は
結
果
帳
票
か
ら

生
徒
の
４
技
能
の
習
得
状
況
や
課
題
を
把

握
し
て
授
業
改
善
に
生
か
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
に
お
け
る

各
時
期
の
到
達
目
標
は
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
ス

コ
ア
を
目
安
に
設
定
し
た
。

　
「『
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
セ
ミ
ナ
ー
』
な

ど
で
４
技
能
へ
の
意
識
を
高
め
、
学
習
を

積
ん
で
か
ら
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
を
受
検
す
る
こ
と

で
、
生
徒
に
学
習
の
手
応
え
を
感
じ
て
も

ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生

徒
向
け
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、
生

徒
が
自
分
で
英
語
４
技
能
の
到
達
目
標
や

到
達
度
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
、
自
学

自
習
を
促
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
木

村
先
生
）

　

少
な
く
と
も
国
立
大
学
で
は「
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
」の
枠
組
み
で
民
間
の
英
語
の

資
格
・
検
定
試
験
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、１
年
次
か
ら
４
技
能
の
試
験
に
慣
れ
る

こ
と
も
受
検
の
意
義
の
１
つ
と
な
っ
た
。

生
徒
同
士
で
刺
激
し
合
い
や
す
い

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
導
入
を
検
討

多
面
的
評
価
へ
の
対
応
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「大学入学共通テスト」初実施学年が入学

3つの教育課題にどう取り組むか




